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〇総合計画について 

令和 2年 2月 3,4日「第３回部会（「まちと活力部会」，「地域とくらし部会」）」資料を基に作成 

進 

捗 

状 

況 

検討経過・議論の方向性など 

・第 2回部会（12/3,4開催）における委員提案を受けて，世界への発信も視野に、まちづくりの理念として「挑戦を続ける，新たな杜の都へ～For “The Greenest City”SENDAI~」を掲げることとした。 

・「the greenest city」は、杜の都と親和性が高い「green」に、都市像に関連する多様な意味を持たせるとともに、最上級形とすることで高みを目指していく方向性を示している。 

・４つの都市個性を掛け合わせ、多様な主体と協働することを通じて，８つのプロジェクトを推進することとしており、みどりに関しては，にぎわいの創出や都心部の回遊性の向上，防災の観点などから，５つ

のプロジェクトにおいて，民間活力の導入や都市公園や道路などの公共空間の利活用，グリーンインフラ（生態系を生かした防災・減災など）の推進などが実施の方向性として盛り込まれた。 

審議会等資料の抜粋 

 

 まちづくりの理念と目指す都市の姿の概念図 実施の方向性（みどりに関連する方向性） 



〇景観施策等について 

令和 2年 1月 27日「令和元年度 第２回 仙台市景観総合審議会 屋外広告物部会」資料を基に作成 

進 

捗 

状 

況 

検討経過・議論の方向性など 

・屋外広告物法に基づく取り組みは、後に制定された景観法に基づく取り組みと連動させて推進しており、景観に関する重要な地域に、屋外広告物の上乗せ規制を重ねるなど、きめ細やかに対応している。 

・しかし、現在の基準は大きさなどに関する基準が主であるため、全体のバランスやデザインが気になる部分も生じており、掲出する場所や掲出方法、色彩・デザインに関して、どのような工夫ができるのか、

検討を進めている。検討結果は、誘導などの手法を想定し、ガイドラインとしてとりまとめる予定としている。 

・現在は、現行規制をふまえた制度上の必要性と実際の不具合事例を整理し、上位・関連計画の目指す「風格・品格」の演出に向けた誘導手法など収集することについて、議論がされたところである。 

審議会等資料の抜粋 

 

市内の屋外広告物の現況とガイドラインで伝えたいイメージについて 



〇せんだい都市交通プランについて 

令和 2年 1月 28日「第 3回 仙台市交通政策推進協議会」資料を基に作成 

進 

捗 

状 

況 

検討経過・議論の方向性など 

・令和元年 9月から学識経験者や交通事業者，関係行政機関等で構成される仙台市交通政策推進協議会にて，「新・交通プラン（計画期間：R3~12年度）」の策定に向けた検討を開始。 

・令和 2年 1月の第 3回協議会では，現計画である「せんだい都市交通プラン」の振り返りや仙台市における交通の現状・課題等に係る協議会での議論を踏まえて，交通の将来目標，交通政策の基本方針，将来

の交通体系について案が示されている。 

・将来目標（案）を「100万都市の活力ある都市活動を支え・新たに生み出す，公共交通を中心とした交通体系の更なる充実」とし、その達成に向け「1.公共交通を中心とした都市交通の充実」，「2.賑わい創出に

向けた都心交通環境の再構築」，「3.多様な都市活動を支える交通政策の推進」の３つの基本方針（案）を示している。 

・「2.賑わい創出に向けた都心交通環境の再構築」では，都心の回遊性向上のため，人が集い，歩きたくなる空間を創り，プラス一歩の回遊を生み出すよう，道路空間の再構成や利活用を行いながら，都心の回遊

と賑わいの中心となる歩行者空間の整備など「杜の都の walkableな都心交通まちづくり」の検討を行っている。 

審議会等資料の抜粋 

  

 

左：基本方針（案），右：都心交通環境の再構築のイメージ（案） 


